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 連合総研では、2006 年 11 月に OECD 報告書“Pensions at a Glance, PUBLIC POLICIES ACROSS 

OECD COUNTRIES”(2005)を翻訳するための所内プロジェクトをたちあげ、検討会を開催し、 終

的に翻訳書を刊行した。 

 本書は、OECD が隔年で刊行する予定のシリーズの 初の報告書であり、OECD 加盟 30 カ国の公

的年金政策を年金受給者個人の視点から比較したものである。現行の公的年金制度のもとで新し

く加入した個人が標準就労期間後に退職したとき、公的年金受給額がどのようになるのかを、所

得代替率や相対的年金水準などの指標を用いて分析している。 
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